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市
内
の
小
学
校
五
十
二
校
に
対
し
て
市
が
行
っ
た
調

査
の
結
果
、
防
犯
ブ
ザ
ー
を
携
帯
し
て
い
る
児
童
が
い

る
学
校
は
五
十
二
校
。
す
べ
て
の
小
学
校
で
防
犯
ブ
ザ

ー
は
携
帯
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

児
童
全
員
が
持
っ
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
全
学
年

の
三
〜
五
割
程
度
と
い
う
学
校
も
あ
り
ま
す
が
、
低
学

年
に
な
る
ほ
ど
携
帯
率
は
高
く
な
り
ま
す
。

　

学
校
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
購
入
し
て
児
童
に
配
っ
て
い
る
ケ

ー
ス
よ
り
も
、
各
家
庭
の
判
断
で
購
入
し
携
帯
さ
せ
て

い
る
ほ
う
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

背
景
に
は
、
子
ど
も
を
狙
っ
た
犯
罪
の
増
加
や
頻
発

す
る
「
声
か
け
事
案
等
」
へ
の
警
戒
が
あ
り
ま
す
。

　

本
市
で
は
今
年
、
十
月
ま
で
に
百
十
三
件
の
「
声
か

け
事
案
等
」
が
発
生
し
て
い
ま
す
。「
声
か
け
事
案
等
」

と
は
、
犯
罪
行
為
で
は
な
い
が
、
そ
の
前
兆
段
階
と
な

防犯ブザー

危険が迫ったときに大音量で相手を
威嚇したり、周囲に危険を知らせ

助けを求めたりする防犯ブザー。古くは
呼子笛（ホイッスル）も同様の理由で用
いられました。痴漢や強盗よけとして女
性向けに販売されていましたが、近年で
は児童誘拐や付きまとい・連れ去りなど
の事件の頻発から、保護者や自治体が児
童に持たせるケースが多くなりました。
需要の増加で品質が玉

ぎょくせきこんこう

石混淆の流通状態
となり、㈶全国防犯協会連合会では性能
基準を設け、性能が十分と認められるブ
ザーには推奨シールを貼付しています。
電池は自然放電してしまうため、定期的
な動作チェックと電池交換が必要です。

▼防犯ブザーが鳴らされることはめった
にありません。鳴らないに越したことは
ないのですが、それ故にブザーの音を聞
いたことがない人がほとんどです。どん
な音なのかを知らなければ、いざという
ときに適切な行動がとれません。防犯ブ
ザーの音や操作方法を市ホームページの
「防災・防犯」ページで、音声付き動画で
紹介しています。ご覧ください。

特　

 

集

る
「
声
を
か
け
る
」「
手
を
引
く
」「
後
を
つ
け
る
」
な

ど
の
行
為
の
こ
と
を
い
い
ま
す
。
被
害
者
は
小
学
生
か

ら
高
校
生
ま
で
、
通
学
時
、
特
に
下
校
途
中
に
頻
発
し

て
い
ま
す
。

　

寄
せ
ら
れ
た
情
報
の
中
に
は
、
単
に
道
を
聞
く
つ
も

り
で
声
を
か
け
た
が
相
手
が
怖
が
っ
て
し
ま
っ
た
場
合

な
ど
、
被
害
者
の
主
観
的
な
受
け
止
め
に
よ
っ
て
届
け

ら
れ
た
も
の
な
ど
も
含
ま
れ
て
い
る
一
方
で
「
腕
を
つ

か
ま
れ
た
」「
自
転
車
ご
と
押
し
倒
さ
れ
た
」
な
ど
、

か
な
り
危
険
な
行
為
が
あ
る
の
も
事
実
で
す
。

　

通
学
途
中
の
子
ど
も
を
写
真
や
ビ
デ
オ
に
撮
る
と
い

っ
た
、
目
的
が
分
か
ら
な
い
だ
け
に
怖
い
事
案
も
多
く

発
生
し
て
い
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
「
声
か
け
事
案
等
」
か
ら
「
事
件
」
に
至

ら
な
い
よ
う
、
予
防
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

群
馬
県
警
察
は
、
同
事
案
の
発
生
状
況
を
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
（http://w

w
w
.police.pref.gunm

a.jp/

）
で
公

開
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
で
の
声
か
け
事
案
等
の
発
生
件
数
は
、
県
内
で

も
突
出
し
て
い
ま
す
（
十
八
年
高
崎
百
二
十
件
、
前
橋

九
十
件
、
伊
勢
崎
四
十
二
件
、
十
九
年
十
月
末
現
在
、

高
崎
百
十
三
件
、
前
橋
五
十
七
件
、
渋
川
二
十
四
件
）。

高
崎
警
察
署
で
は
こ
の
数
字
を
、
防
犯
意
識
の
高
ま
り

か
ら
、
こ
れ
ま
で
表
面
化
し
な
か
っ
た
事
案
も
届
け
出

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
と
分
析
し
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
事
案
が
発
生
す
る
と
、
本
市
で
は
子
ど
も

か
ら
親
・
学
校
へ
、
親
・
学
校
は
警
察
へ
通
報
す
る
と

い
う
シ
ス
テ
ム
が
き
ち
ん
と
働
い
て
い
る
か
ら
で
す
。

　

防
犯
ブ
ザ
ー
の
普
及
も
、
声
か
け
事
案
等
の
発
生
件

数
の
多
さ
も
、
裏
を
返
せ
ば
他
市
に
比
べ
て
子
ど
も
の

安
全
に
敏
感
な
、
意
識
の
高
い
ま
ち
と
い
え
ま
す
。

　

そ
れ
を
示
す
よ
う
に
、
犯
罪
か
ら
子
ど
も
た
ち
を
守

る
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

防犯ブザーは
鳴らさせない。

「
た
だ
い
ま
」の
笑
顔
を

守
る
た
め
に
今
、

大
人
が
、地
域
が
で
き
る
こ
と
。

グラフで見る県内の治安情勢（平成18年）

児
童
が
防
犯
ブ
ザ
ー
を

携
帯
し
て
い
る
市
内
の
小
学
校
の
数
。

52
52

県
内
最
多
の
発
生
件
数
の
高
崎
、

危
険
を
秘
め
る
声
か
け
事
案
。

113
件
。
突
出
し
た
発
生
件
数
も

防
犯
意
識
の
高
さ
ゆ
え
。

音量85d
デシベル

B、1000円前後、現代の呼子笛の音と値段。

車郷小児童のある保護者は子どもに
防犯ブザーを持たせたときの心境

を次のように語りました。
「どう言い聞かせたらいいのか悩みまし
た。『困っている人には親切にしよう』『通
りすがりの人にも大きな声であいさつ
しよう』と『人を見たら泥棒と思え』は
完全に矛盾しますから。子どもを狙った
犯罪が都市部だけでなく、のどかな田舎
でも起き始めた時期で、のんきなことは
言っていられないという風潮でした。ま
だこんなこと知らなくてもいいはずなの
に、と思いながら『残念ながら世の中に
は悪い人もいて…』みたいな苦しい話を
したのを覚えています」。

　

日
本
全
国
の
刑
法
犯
認
知
件
数
は
年
間
（
平
成
十
八
年
）

二
百
万
件
を
超
え
て
い
て
、
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
が
報
道

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

群
馬
県
内
で
も
三
万
件
余
り
と
多
発
し
て
い
ま
す
。
減
少

傾
向
に
あ
る
と
は
い
え
、
十
年
前
の
一
・
五
倍
の
発
生
件
数

で
す
。「
私
は
大
丈
夫
」
と
い
う
根
拠
の
な
い
自
信
は
危
険
、

犯
罪
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
、
能
動
的
に
自
己
防
衛
す
る

こ
と
が
必
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
の
中
、
防
衛
力
の
弱
い
子
ど
も
た
ち
は
守

ら
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
頻
発
す
る
犯
罪
か
ら
子
ど
も

た
ち
を
守
る
た
め
に
、
私
た
ち
に
何
が
で
き
る
の
か
、
こ
の

特
集
を
と
お
し
て
考
え
て
い
き
ま
す
。

■本県の犯罪情勢（刑法犯認知件数、検挙件数、検挙率の推移）
平成18年の県内の犯罪認知件数32,060件
・平成17年から減少に転じる

■自分や家族が犯罪に
　遭いそうな不安を感じるか
（平成18年1月、県が実施した防犯に関する県民
意識調査）

■声かけ事案時間別発生状況
16時台をピークに下校時間帯（15時～ 19時）に多く発生してい
ます。

■声かけ事案行動別・事案別・場所別発生状況
行動別では下校中が最も多く、場所別では路上が圧倒的に多く発
生しています。
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全体の66.4％の人が「犯罪に遭いそうな不
安を感じる」と回答しており、平成15年に
県警が実施したアンケート調査（65％）同
様、県民の「体感治安」の悪化がうかがえ
ます。

＊刑法犯認知件数とは：
刑法犯総数から道路上の
交通事故に係る業務上
（重）過失致死傷罪分を除
いた刑法犯で、 犯罪につ
いて被害届や告訴、告発、
その他の端緒によりその
発生を警察において認知
した件数をいう。


